
「サーバの消費電力」がAI・機械学習の足を引っ張る︖
高性能ならではの苦しみとは

いま多くの企業でAIや機械学習の活用が急速に拡大している。そしてAIや機械

学習に欠かせないのがGPUを搭載した高性能サーバである。しかしこれらは従

来のサーバよりもはるかに大きな電力を必要とするため、通常であれば数十台を

収容できるラックであっても1台しかサーバを収容できないなど、スペースに無

駄が生じてしまう。現在、AI・機械学習推進の妨げの1つとなっているこの「高

性能サーバの消費電力問題」について、その背景と具体的な解決策について考え

てみたい。

広がるAI・機械学習活用で生じる高性能サーバの“消費電力問題”

　少し前までは一部の用途で使われていたAI・機械学習といった最新テクノロジー

は、いまや多くの企業のさまざまな領域で活用されるようになった。そのニーズは拡

大する一方にあり、今後はさらに活用領域が拡大していくのは間違いないだろう。  

 

　しかし一方、企業におけるAI・機械学習の利活用が盛んになるに従って新たな課題

に直面することとなった。その最大の原因となるのが、AI・機械学習で用いられるG

PUサーバやHPC（ハイパフォーマンスコンピューティング）サーバが消費する“膨大

な電力”にある。 

 

　これまでは、1ラックに40Uほどの台数を収容していたのに対し、AI・機械学習用

途のサーバは1台でも非常に高い電力を必要とするため、ラック内の収容スペースに

余裕があっても1ラックに1台しか収容できないことが一般的だ。 

 

　つまり、既存サーバの集約や新システムの構築のために高性能のサーバを1ラック

に高集積したいと望んでも、供給電力が足りないことで頭を悩ませている企業は多

い。もちろん、AI・機械学習を活用するメリットは言うまでもないため、なるべくた

くさんのラックを借りずにこれらのサーバを利用したいところだ。GPUサーバやHPC
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AI・機械学習の利用拡大で直面する「サーバの電力問題」 



サーバの“消費電力問題”に対して、企業は諦めざるを得ないのだろうか︖  

 

この記事の続き >>

・高性能サーバはなぜ集積できないのか︖

・高集積の秘密は「リアドア型空調機」

・テレワーク時代にありがたいオンサイト運用アウトソーシング

既存のデータセンターで高性能サーバの高集積が困難な理由

　GPUサーバやHPCサーバを高集積する際の難しさについて、全国7拠点でデータセ

ンターを展開するIDCフロンティア データセンターサービス本部 サービス企画部の

菅野晋輔氏は次のように話す。  

 

「一般的に、旧来のデータセンターでは1ラック辺りの供給電力が2kVAから3kVA程

度であり、新しいデータセンターでもせいぜい6kVAほどとなっています。これに対

して最近のGPUサーバやHPCサーバは、1台でも6kVAもの電力を消費しますので、

どうしても1ラックでサーバ1台という運用になってしまうわけです。しかも、通常の

ラックでは高温の排熱を冷却するために周辺のラックも間引かないといけないため、

ラックを隣接させることもできません」（菅野氏）  

 

　このため既存のデータセンターでGPUサーバやHPCサーバを運用するには、ラック

間の距離を十分に離さなければならず、使い勝手が悪くなってしまう。またデータセ

ンター事業者側としても隙間にある空のラックが無駄になってしまうという問題を抱

えてしまうのだ。  
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都内に高負荷サーバのハウジングサービスが登場

　このように、AI・機械学習の利用にあたって直面することとなるGPUサーバやHPC

サーバの消費電力問題。多くの企業がこの問題に頭を悩ませている現状を受けて、ID

Cフロンティアが解決策となる新たなサービスの提供を開始した。それが、2020年1

2月に開業した都内最大級の「東京府中データセンター」において3月8日に提供を開

始した「高負荷ハウジングサービス」である。  

 

　東京府中データセンターは、約4000ラックの収容が可能な都内屈指の大規模デー

タセンターであり、グローバルビジネスを展開するハイパースケーラーにも対応可能

な豊富な電力供給量と、高品質のネットワーク回線を備えている。また、東京都が定

める災害危険度マップでも最小リスクのレベル1エリアに位置しているのに加え、免

震構造により震度6強の地震にも耐える耐災害性を有する。  

 

　そしてこのデータセンターにおいて提供する「高負荷ハウジングサービス」は、平

均15kVA、最大20kVAを提供可能な高電力ラックのハウジングサービスとなってお

り、GPUサーバやHPCサーバであってもこれまで以上の収納が可能になる。  

 

　IDCフロンティア データセンターサービス本部 サービス企画部の部長、菊石謙介

氏はこう話す。  

 

 

「サーバの高集積や超高発熱機器を複数台収容できる『局所空調』を採用しているの

もポイントです。また、当社が提供する他のデータセンターや各サービスと10Gbps

のL2/L3ネットワークで接続されており、シームレスな運用が可能です。さらには、

大手町と100Gbpsのバックボーンネットワークで接続しており、広帯域のインター

ネット接続ができるので、お客さまのさまざまなニーズに応えることができると自負

しております」（菊石氏）  

 

（撮影場所︓WeWork）
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最新のラックテクノロジーが可能にした高集積

　IDCフロンティアの「高負荷ハウジングサービス」が、従来のデータセンターでは

不可能であったGPUサーバやHPCサーバのような高電力サーバの複数台収納を可能に

した最大の要因は局所空調の導入だ。これは、サーバルーム全体を冷却するのではな

く、ラック本体の背面に「リアドア型空調機」を設置することで、平均15kVAもの高

電力を1ラックで利用できるのに加えて、ラック自体の高集積も実現するというもの

だ。  

 

　リアドア型空調機を設置することで、サーバからの排熱については、リアドア型空

調機を通過して冷やされた空気として排気され、ラックから熱気は排気されない。こ

の複数のリアドア空調機から排気された冷気をミキシングアイル内で効率よくミック

スすることで、サーバとラック双方の高集積を実現するのである（図1）。  

 

高負荷ハウジングサービスの概要

図1︓リアドア型空調機とモール構成



 

「リアドア型空調機では、機器の排熱がラック外に排気されないため、冷却不足によ

る機器故障のトラブルを心配する必要がありません。このため従来では難しかった機

器の高集積化が可能です。さらに、リアドア型空調機からの強い風量で、安定した冷

気としてミキシングアイルの中央天井開口部と床中央開口部から上下に吹き出して再

びラック前面から吸気されるようになっているため、ラック同士も隣接して設置する

ことができるのです」（菅野氏）  

 

　菊石氏もこう続ける。「この複数のリアドア型空調機とミキシングアイルによって

実現するモール全体でのエアフローは、国内では商用初の技術を採用しています。複

数のラックで構成することで、もしも1ラックの冷却装置が故障したとしても、他の

ラックの力で冷やすことができるため、可用性が高いのも特徴です。このような仕組

みを採用できるのも、当社が設計段階から深く関わって、専用の設備をデータセンタ

ーに構築しているからです」  

 

　さらに、リアドア型空調機自体も、1扉にファン4台に加えて予備のファン1台とい

う計5台の“N+1”構成となっているため、ファン1台が故障した際にも稼働している

ファンの出力を上げることでラックの冷却性能に影響を及ぼさない。  

 

　また、複数のラックでシステムを構築する場合は隣接ラックのケーブリングが必須

だが、このサービスでは冷却能力を維持した状態で各ラックに左面と右面それぞれ8

カ所の側窓が設けられており、隣接するラック間のケーブリングを利用者自身で行う

ことができる。  

 

　なお「東京府中データセンター」では、サービス利用者が入館する際には、顔認証

を用いることで人との接触をゼロとしながら、高いセキュリティを実現している。  

 

運用コストを削減する運用アウトソーシングサービスも提供

　DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進と同時にIT人材不足が叫ばれる

中、多くの企業ではサーバなどのITインフラ運用に割かねばならない人員をなるべく

削減したいと考えているだろう。  

 

　このようなニーズにも、IDCフロンティアでは対応している。その1つとして、

「東京府中データセンター」では「オンサイト運用アウトソーシングサービス」を提

供している。このサービスは、急なトラブル対応や定期メンテナンスのみならず、ラ

ッキング・ケーブリングが必要な初期構築作業など、データセンターで実施するさま

ざまな作業を代行できる現地運用サービスだ。もちろん、今回の「高負荷ハウジング

サービス」にも「オンサイト運用アウトソーシングサービス」を利用できる。  

 

「高い知見とノウハウを有するIDCフロンティアの専門スタッフによる現地での作業

状態を、お客さまはネットワークカメラ越しにリアルタイム確認しながら、スタッフ

に対し遠隔指示することも可能です。このためお客さまは、運用コスト削減と人的負

荷の軽減が可能です」（菅野氏）  

 



 

新しいデータセンターのあり方を追求し続ける

　今後も、企業の間でAI・機械学習の利用は拡大していき、それとともにサーバ利用

にまつわる電力の負荷も上がり続けていくことだろう。このようなIT環境の変化に合

わせて、IDCフロンティアではさらに進化したサービスを提供し続けていく構えだ。  

 

「当社のデータセンターを利用していただいている限り、さらに大きな電力が必要に

なったときにもすぐにご用意できるようにするために、新たなテクノロジーの採用を

はじめ、あらゆる努力を惜しみません。これからも、新たな冷却方式やデータセンタ

ーのかたちを追求し続けていきます」と、菊石氏は力強く語った。

本記事はビジネス＋ITに掲載されました


